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『
源
氏
物
語
』
桐
壺
で
光
源
氏
の
成
長
を
記
す
記
述
と
し
て
、

七
つ
に
な
り
た
ま
へ
ば
読
書
始
な
ど
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
世
に
知
ら

ず
聡
う
か
し
こ
く
お
は
す
れ
ば
、
あ
ま
り
恐
ろ
し
き
ま
で
御
覧
ず（

1
（

。

と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
父
で
あ
る
桐
壺
帝
は
源
氏
の
聡
明
さ
を
感
嘆
し

た
が
、
そ
の
契
機
が
七
歳
の
源
氏
が
行
っ
た
読
書
始
だ
と
い
う
。
平
安
時

代
中
期
の
貴
族
に
と
っ
て
、
幼
年
の
皇
子
が
学
才
を
示
す
場
と
し
て
読
書

始
は
よ
く
知
ら
れ
た
儀
式
で
あ
っ
た
。
天
皇
や
皇
族
が
読
書
始
を
行
う
場

合
に
は
、
多
く
の
貴
族
が
列
席
し
た
。

　
『
皇
室
制
度
史
料
』
に
よ
れ
ば
、
読
書
始
は
「
男
子
が
幼
年
期
に
学
問

始
と
し
て
漢
籍
を
読
む
儀
式
」
と
さ
れ
、
一
般
に
平
安
時
代
初
期
の
恒
貞

親
王
が
初
例
と
認
識
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
元
服
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
成
人
通

過
儀
礼
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
宮
廷
儀
式
と
し
て
近
世
ま
で
継
続
し
、
貴

族
・
武
家
に
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
漢
籍
の
読
書
は
本
来
は

個
人
的
な
行
為
で
あ
り
、
大
学
な
ど
で
の
一
斉
教
授
の
場
で
な
け
れ
ば
、

そ
こ
に
多
く
の
人
々
が
参
加
す
る
と
い
う
の
は
儀
式
と
し
て
政
治
的
意
義

が
付
与
さ
れ
る
。

　

平
安
時
代
に
は
、
幼
年
者
の
学
問
始
以
外
に
、
種
々
の
漢
籍
の
講
書
や

そ
の
延
長
と
し
て
の
日
本
書
紀
講
書
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
た
。『
類
聚
国

史
』
巻
二
十
八
に
は
、「
天
皇
読
書
」
の
部
類
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
読

書
始
を
含
む
天
皇
の
漢
籍
読
書
が
収
集
さ
れ
て
い
る（

3
（

。
た
し
か
に
、『
西

宮
記
』
以
降
の
儀
式
書
で
は
、「
書
始
」
や
「
読
書
始
」
の
呼
称
が
使
用

さ
れ
る
が
、
先
行
す
る
『
新
儀
式
』
で
は
「
読
書
事
」
と
い
う
呼
称
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
後
世
定
着
し
た
よ
う
な
読
書
始
の
み
を
念
頭

に
お
く
の
で
は
な
く
、
読
書
始
以
外
の
場
合
も
含
め
て
、
貴
族
層
が
関
与

し
な
が
ら
天
皇
・
皇
太
子
な
ど
が
漢
籍
を
読
む
場
（
読
書
儀
（
に
着
目
す

る
こ
と
で
、
平
安
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
貴
族
社
会
に
お
け
る

漢
籍
の
役
割
の
変
化
を
考
察
し
た
い
。

　

と
は
い
え
、
読
書
始
に
関
す
る
検
討
は
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
。
古
く
は

林
秀
一
氏
の
研
究
が
あ
り（

4
（

、
そ
れ
を
詳
細
か
つ
系
統
的
に
深
め
た
も
の
に

尾
形
裕
康
氏
の
研
究
が
あ
る
。
尾
形
氏
の
研
究
は
古
代
か
ら
近
世
に
及
ぶ
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網
羅
的
な
も
の
で
、
書
目
・
学
習
者
・
教
授
者
を
示
し
た
一
覧
表
が
掲
示

さ
れ
て
お
り
、
読
書
始
の
全
体
像
を
提
示
し
た
点
で
不
朽
の
労
作
と
言
え

る（
5
（

。
さ
ら
に
、
氏
の
研
究
を
前
提
に
し
て
、
読
書
始
の
場
で
の
詩
序
を
検

討
し
た
新
間
一
美
氏
な
ど
読
書
始
を
成
人
通
過
儀
礼
と
し
て
位
置
づ
け
る

見
方
も
存
在
す
る（

6
（

。
そ
れ
以
外
に
、
平
安
前
期
の
種
々
の
講
書
に
つ
い
て

も
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
。
個
別
の
研
究
は
以
下
で
そ
の
都
度
触

れ
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
は
儀
式
書
に
お
け
る
読
書
儀
の
取
り
扱
い
を
検

討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

一
、
儀
式
書
に
お
け
る
読
書
儀

　

平
安
時
代
の
儀
式
書
を
参
照
す
る
と
、
読
書
儀
は
『
儀
式
』
に
は
見
え

ず
、『
新
儀
式
』
以
降
の
『
西
宮
記
』・『
江
家
次
第
』
に
そ
の
記
載
を
確

認
で
き
る（

（
（

。
試
み
に
、
巻
数
と
儀
式
名
を
掲
げ
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
行
論
の
都
合
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
第
に
区
別
の
た
め
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
符
号
を
付
し
た
。

『
新
儀
式
』
巻
四　

読
書
事
（
竟
宴
（〔
Ａ
〕

『
西
宮
記
』
臨
時
七　

�

天
皇
御
書
始
事
（
竟
宴
（〔
Ｂ
〕・
皇
太
子
書
始

〔
Ｃ
〕・
親
王
書
始
〔
Ｄ
〕

『
江
家
次
第
』
巻
十
七　

御
読
書
始
事
〔
Ｅ
〕

　

こ
の
他
、『
西
宮
記
』
臨
時
七
で
は
、
読
書
始
に
続
け
て
、
親
王
入
学
・

講
日
本
紀
の
他
、
次
第
は
欠
く
も
の
の
紀
伝
道
講
書
・
明
法
道
講
書
・
蔵

人
所
講
書
を
収
載
す
る
。『
江
家
次
第
』
で
は
、
巻
二
十
の
摂
関
家
の
行

事
を
掲
げ
る
な
か
に
、
摂
政
関
白
家
子
書
始
を
収
載
し
て
い
る
。
儀
式
次

第
の
名
称
を
通
覧
す
る
と
、『
西
宮
記
』
が
被
教
授
者
の
身
分
に
よ
る
細

分
化
を
行
っ
て
い
る
点
、「
書
始
」
の
呼
称
は
『
西
宮
記
』
以
降
で
採
用

さ
れ
た
点
を
指
摘
で
き
る
。

　

で
は
、
具
体
的
な
儀
式
次
第
は
、
儀
式
書
間
で
ど
の
よ
う
に
相
違
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
Ａ
の
『
新
儀
式
』
を
も
と
に
次
第
を
確
認
し
、

適
宜
そ
の
他
の
次
第
と
比
較
し
よ
う
。
ま
ず
、
次
第
冒
頭
に
は
、

御
読
書
事
〈
付
二
竟
宴
一
也
。
可
レ
載
二
御
日
記
・
所
日
記
抄
等
一
。〉

若
、
有
二
御
読
書
事
一
、
預
定
二
其
書
并
博
士
・
尚
復
一
〈
旧
例
、
七

経
召
二
明
経
博
士
一
。
史
書
召
二
記
〔
紀
〕
伝
博
士
一
。『
群
書
治
要
』

或
用
二
明
経
・
記
〔
紀
〕
伝
各
一
人
レ
、
近
代
雖
レ
云
レ
可
レ
御
二
読
七

経
一
、
只
以
下
記
〔
紀
〕
伝
道
宿
儒
博
学
被
レ
聴
二
昇
殿
一
之
輩
上
、
多

為
二
読
之
人
一
。
又
、
尚
復
以
二
六
位
蔵
人
昇
殿
人
中
成
業
者
一
、
便

為
二
都
講
一
。
或
為
下
非
二
殿
上
一
者
上
。〉（

8
（

と
あ
り
、
読
書
に
先
ん
じ
て
、
博
士
（
本
文
の
講
義
を
す
る
者
（・
尚
復

（
本
文
を
音
読
す
る
者
、
都
講
と
も
称
さ
れ
る
（
を
定
め
る
こ
と
と
、
そ

の
人
選
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
な
か
で
、
書
目
は
七
経
・
史
書
・『
群
書
治
要
』

の
ケ
ー
ス
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
次
第
が
念
頭
に
お
く
「
近

代
」
で
は
紀
伝
道
か
ら
博
士
ら
を
登
用
す
る
も
の
の
、「
旧
例
」
で
は
経

書
の
場
合
は
明
経
道
、『
群
書
治
要
』
の
場
合
は
紀
伝
・
明
経
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
登
用
す
る
区
別
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
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時
刻
、
中
・
少
将
着
座
。
次
王
卿
〈
仁
和
四
年
、
下
二
宣
旨
於
左
右

近
衛
陣
一
、
御
読
書
間
、
公
卿
許
二
昇
殿
一
者
。〉、
次
博
士
、
次
尚
復

〈
博
士
・
尚
復
笏
副
二
書
巻
一
。〉。
尚
復
称
レ
文
。
博
士
読
矣
。
尚
復

畢
、
先
退
下
。
次
博
士
、
次
王
卿
、
次
侍
臣
、
次
中
・
少
将
。
後
日
、

博
士
・
尚
復
依
レ
召
参
上
如
レ
前
。
但
、
不
レ
鋪
二
出
居
座
一
〈
但
、
博

士
・
尚
復
之
間
、
非
二
殿
上
侍
臣
一
之
時
、
出
居
着
レ
座
矣
。〉。
尚
復

先
読
レ
点
〈
此
間
、
侍
臣
若
有
下
読
二
極
点
一
者
上
、
尚
復
・
博
士
相
共

説
レ
之
。〉。
次
称
レ
文
。
読
畢
、
尚
復
先
退
下
。
次
、
博
士
。

　

こ
こ
で
は
、
開
始
時
刻
に
、
中
・
少
将
、
王
卿
、
博
士
、
尚
復
の
順
で

入
場
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
続
く
学
習
の
場
面
で
は
、
尚
復
が
文
と
唱

え
た
後
、
博
士
が
テ
キ
ス
ト
を
読
み
上
げ
る
。
こ
れ
で
学
習
は
終
了
し
、

尚
復
、
博
士
、
王
卿
、
侍
臣
、
中
・
少
将
の
順
に
退
出
す
る
。
こ
こ
ま
で

の
次
第
は
、
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
と
お
お
む
ね
共
通
す
る
が
、
Ｃ
と
Ｅ
で
は
、

　

読
書
始
と
い
う
と
、『
孝
経
』
を
扱
う
の
が
一
般
的
だ
が
、
Ａ
で
は
必

ず
し
も
こ
れ
に
限
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
、『
西
宮
記
』
の
次
第
の

う
ち
Ｃ
は
『
孝
経
』
に
限
定
し
た
次
第
と
さ
れ
て
い
る
。『
江
家
次
第
』

の
Ｅ
は
、
次
第
と
し
て
は
『
孝
経
』
に
限
定
し
て
い
る
も
の
の
、『
新
儀

式
』
の
書
目
を
分
け
た
教
授
者
の
人
選
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『
新
儀
式
』
な
ど
の
先
行
す
る
儀
式
書
の
記
述
を
継
承
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
儀
式
が
行
わ
れ
る
会
場
の
座
次
が
示
さ
れ
る
。

当
日
早
旦
、
蔵
人
奉
レ
仰
行
事
。
其
儀
垂
二
東
廂
御
簾
一
。
昼
御
座
前

立
二
御
書
案
一
。
孫
廂
南
第
五
間
鋪
二
菅
円
座
一
為
二
博
士
座
一
。
南
面
。

第
三
間
鋪
二
同
円
座
一
為
二
尚
復
座
一
。
西
面
。
第
一
・
二
間
鋪
レ
畳
為
二

王
卿
座
一
。
南
廊
小
板
敷
鋪
レ
畳
為
二
出
居
座
一
。
其
東
鋪
レ
畳
為
二
侍

臣
座
一
。

　

場
所
は
清
涼
殿
で
、
昼
御
座
に
天
皇
の
机
が
出
さ
れ
る
。
以
下
、【
図

１
】
の
よ
う
に
王
卿
ら
の
座
が
配
さ
れ
る
こ
と
は
Ｂ
・
Ｅ
に
も
共
通
し
、

Ｃ
・
Ｄ
で
は
座
次
の
記
述
は
な
い
。
公
卿
以
下
が
臨
席
し
、
単
な
る
個
人

的
な
読
書
で
は
な
い
宮
廷
儀
式
と
し
て
の
あ
り
方
を
確
認
で
き
よ
う
。
な

お
、『
江
家
次
第
』
に
は
、「
昼
御
座
前
立
二
御
書
案
一
〈
蔵
人
式
并
新
儀

式
如
レ
此
〉。」
と
あ
り
、
蔵
人
式
に
も
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る（
9
（

。
平
安
前
期
の
場
合
は
、
実
施
場
所
は
一
定
し
な
い
が
、
清
涼
殿
で
行

わ
れ
る
こ
と
と
も
あ
わ
せ
て
、
天
皇
の
私
的
な
行
事
と
し
て
の
性
格
も
強

か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
次
に
、
読
書
儀
の
次
第
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

図１　読書始座次（満田さおり
「平安時代における朝儀の場の
変遷に関する研究」（2013年）、
図 5をもとに加筆して作製。）
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書
目
を
『
御
注
孝
経
』
に
限
定
し
、
そ
の
冒
頭
の
「
御
注
孝
経
序
」
を
学

ぶ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
や
Ｄ
は
学
習
部
分
に
つ
い
て
詳
細
を
記
し
て

い
な
い
の
で
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
点
は
『
新
儀
式
』
と
そ
れ
以
後
で

大
き
く
異
な
る
点
と
言
え
よ
う
。

　

続
く
箇
所
で
は
「
後
日
」
と
い
う
書
き
出
し
か
ら
、
再
び
学
習
に
関
わ

る
記
述
が
始
ま
る
。
次
第
の
後
段
で
「
竟
宴
」
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
は
竟
宴
と
の
間
の
中
間
の
学
習
で
あ
ろ
う
。『
新
儀
式
』
は

「
仁
和
四
年
」
の
先
例
を
引
く
が
、
こ
れ
は
仁
和
四
年
（
八
八
八
（
十
月

九
日
に
開
始
さ
れ
、
寛
平
三
年
（
八
九
一
（
年
六
月
十
三
日
に
竟
宴
を
迎

え
た
宇
多
天
皇
の
『
周
易
』
読
書
を
指
す
も
の
で
、
そ
の
間
も
テ
キ
ス
ト

の
講
読
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
天
皇
の
お
召
し
に
よ

り
、
具
体
的
な
テ
キ
ス
ト
の
講
読
が
続
け
ら
れ
る
。
博
士
・
尚
復
が
参
上

し
、
尚
復
が
点
を
読
ん
で
文
と
唱
え
、
博
士
が
講
読
す
る
と
い
う
ス
タ
イ

ル
が
用
い
ら
れ
た
。
退
出
は
、
尚
復
、
博
士
の
順
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
後

日
の
次
第
が
確
認
で
き
る
の
は
、『
新
儀
式
』
の
み
で
他
に
は
見
ら
れ
な

い
。

　

最
後
に
、
読
了
の
際
の
竟
宴
と
賜
禄
が
記
さ
れ
る
。

但
、
竟
宴
之
時
、
垂
二
母
屋
御
簾
一
。
孫
廂
南
第
五
間
北
辺
、
鋪
二
両

面
端
畳
一
為
二
博
士
座
一
〈
如
レ
例
南
面
。
但
貞
観
十
七
年
、『
群
書
治

要
』
竟
宴
、
参
議
式
部
大
輔
菅
原
是
善
朝
臣
・
刑
部
大
輔
菅
野
朝
臣

佐
世
二
人
為
二
尊
者
一
也
。〉。
公
卿
座
如
レ
常
。
御
二
昼
御
座
一
、
殿
上

王
卿
依
レ
召
参
上
〈
貞
観
十
七
年
、
於
二
綾
綺
殿
一
有
二
此
宴
一
。
諸
卿

参
上
、
別
召
二
非
参
議
四
位
四
人
并
尚
復
山
城
権
介
善
淵
朝
臣
愛

成
一
、
陪
二
殿
西
庇
一
。〉。「
次
博
士
」、
先
賜
二
酒
饌
博
士
一
。
次
賜
二

王
卿
一
。
穀
倉
院
設
二
王
卿
饌
一
。
内
蔵
寮
設
二
博
士
饌
一
。
兼
賜
二
侍

臣
一
、
坏
酌
三
巡
之
後
、
大
臣
奉
レ
勅
、
召
二
可
レ
献
レ
題
之
人
一
。

仰
レ
之
随
即
献
レ
之
退
却
。
次
第
四
間
立
二
文
台
一
、
次
御
厨
子
所
供
二

菓
子
・
干
物
・
御
酒
一
。
次
献
レ
詩
。
畢
、
即
召
三
侍
臣
堪
二
其
事
一

令
レ

読
レ

之
〈
貞
観
、
令
二

参
議
音
人
卿
作
一レ

序
、
并
為
二

講
師
一

也
。〉。
事
畢
、
給
レ
禄
有
レ
差
〈
博
士
、
白
褂
一
重
、
加
二
給
御
衣
一

襲
一
。
又
、
貞
観
二
年
十
二
月
廿
二
日
〔
廿
日

カ
〕、
御
註
孝
経
竟

宴
。
以
二
助
輩
博
士
従
五
位
上
大
春
日
朝
臣
雄
継
一
為
二
正
五
位
下
一
。

近
代
又
間
〔
聞

カ
〕、
有
下
預
二
恩
賞
一
者
上
。〉。

　

こ
の
次
第
に
は
、
貞
観
十
七
年
・
貞
観
（
十
七
年
の
同
じ
例
か
（・
貞

観
二
年
の
例
の
三
例
が
引
か
れ（

（（
（

、
清
和
天
皇
の
時
期
を
参
考
と
し
つ
つ
次

第
が
ま
と
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
座
次
と
し
て
は
、【
図
１
】
と
同
様
に
、

博
士
・
天
皇
以
下
が
着
す
る
。
博
士
・
王
卿
の
順
に
酒
饌
が
配
さ
れ
、
侍

臣
に
も
与
え
ら
れ
る
。
宴
席
の
開
始
後
、
杯
が
三
巡
し
た
あ
た
り
で
賦
詩

へ
と
移
り
、
酒
な
ど
が
追
加
で
提
供
さ
れ
る
。
詩
の
被
講
が
終
わ
っ
た

後
、
博
士
ら
に
禄
が
与
え
ら
れ
、
散
会
と
な
る
。

　

他
に
竟
宴
の
次
第
を
掲
載
す
る
の
は
、『
西
宮
記
』
の
Ｂ
の
み
で
、
ほ

ぼ
同
様
の
次
第
で
、
博
士
以
外
の
王
卿
ら
に
対
す
る
賜
禄
の
記
述
も
記
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
記
述
が
簡
潔
な
Ｄ
は
措
く
と
し
て
、
Ｃ
や
Ｅ
に
は
竟

宴
の
記
載
は
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
、
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
で
は
読
書
開
始
の
儀

―�4�―
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に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
る
詩
宴
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
い
ず
れ
も

簡
潔
な
も
の
だ
が
、
実
例
を
見
る
と
、
宴
席
と
漢
詩
の
被
講
と
い
う
竟
宴

同
様
の
次
第
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
読
書
儀
の
次
第
の
な
か
で
最
も
古
い
『
新
儀
式
』
と
の
比
較
に

お
い
て
、
後
に
続
く
儀
式
書
の
記
述
を
検
討
し
た
。
こ
の
な
か
で
確
認
で

き
た
の
は
、『
新
儀
式
』
は
天
皇
が
漢
籍
を
臣
下
と
と
も
に
通
読
し
、
そ

の
最
初
と
最
後
に
儀
式
的
な
行
事
を
行
う
一
連
の
次
第
を
示
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
以
降
の
儀
式
書
で
は
徐
々
に
読
み
始
め
の
部
分
の
み
に
重
点

が
移
り
、
そ
の
後
の
読
書
・
読
了
に
関
す
る
関
心
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
点

で
あ
る
。
次
に
、『
新
儀
式
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
な
読
書
儀
と
は
い

か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
、
読
書
始
の
形
成
と
の
関
係
で
考
察
し
よ
う
。

二
、
天
皇
の
漢
籍
読
書
と
読
書
儀
・
読
書
始
―
尾
形
説
の
再
検
討
―

　

前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
儀
式
書
の
記
載
を
比
較
し
て
も
、
読
書
儀

の
次
第
は
相
違
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
全
て
を
読
書
始
と
し
て
一
括
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。【
表
１
】
は
、
十
一
世
紀
前
半
（
摂
関
期
（
ま
で

の
天
皇
・
皇
族
が
臣
下
と
と
も
に
漢
籍
を
学
ん
だ
行
事
（
読
書
儀
（
と
解

し
う
る
事
例
を
集
め
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
な
お
、【
表
１
】
の
う
ち
色
を

塗
っ
た
箇
所
が
尾
形
氏
に
よ
っ
て
読
書
始
と
し
て
認
定
さ
れ
た
事
例
で
あ

る
。
以
下
、
個
別
の
事
例
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
は
、【
表
１
】
の
最

左
列
端
に
示
し
た
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
も
用
い
る
。

　

ま
ず
は
、
こ
れ
を
通
覧
し
て
、『
新
儀
式
』
の
次
第
の
時
代
的
位
置
づ

け
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
次
第
で
は
、
講
書
部
分
で
仁
和
四
年
（
№

19
（、
竟
宴
部
分
で
貞
観
期
（
№
９
・
13
（
が
先
例
と
し
て
引
か
れ
て
い

た
。
た
だ
し
、
講
書
部
分
の
記
述
で
実
施
場
所
を
清
涼
殿
と
し
て
お
り
、

【
表
１
】
を
通
覧
す
る
限
り
で
、
仁
明
天
皇
の
例
（
№
４
～
６
（
の
後
は
、

昌
泰
元
年
（
八
九
八
（
の
醍
醐
天
皇
（
№
（1
（
と
な
る
。
こ
の
例
で
は

『
群
書
治
要
』
を
扱
っ
て
い
る
が
、
博
士
を
紀
伝
道
か
ら
採
用
す
る
「
近

代
」
の
流
儀
が
用
い
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。『
新
儀
式
』
の
次
第
は
、
九
世
紀
後

半
か
ら
十
世
紀
初
頭
ぐ
ら
い
の
事
例
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。

　

一
方
で
、
尾
形
裕
康
氏
は
、『
新
儀
式
』
よ
り
あ
と
の
平
安
時
代
中
期

以
降
の
儀
式
を
範
と
し
て
一
括
し
て
読
書
始
と
し
た（

（1
（

。
換
言
す
れ
ば
、
前

章
で
見
た
よ
う
な
次
第
の
相
違
や
、
儀
式
書
に
次
第
が
ま
と
め
ら
れ
る
以

前
の
時
期
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
以
下
の
四
点
で
、
平
安
時

代
前
期
の
読
書
始
に
関
す
る
尾
形
氏
の
認
定
に
は
疑
問
が
残
る
と
い
え
よ

う
。

　

第
一
に
、
№
２
の
恒
貞
親
王
の
事
例
か
ら
、
№
９
の
清
和
天
皇
ま
で
約

三
十
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
生
じ（

（1
（

、
皇
太
子
の
例
で
は
さ
ら
に
十
五
年
の
間
が

空
き
、
恒
貞
の
例
が
や
や
孤
立
し
て
し
ま
う
。
後
の
時
代
に
先
例
と
見
な

さ
れ
た
偶
然
の
産
物
と
す
る
の
は
、
平
安
初
期
の
文
章
経
国
の
気
運
を
踏

ま
え
れ
ば
首
肯
し
が
た
い
。【
表
１
】
の
性
格
の
欄
に
は
、
典
拠
史
料
中

「
始
読
」・「
初
読
」
な
ど
と
記
述
さ
れ
た
も
の
を
注
記
し
た
が
、
尾
形
氏
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表１　摂関期までの天皇・皇太子・皇族 読書儀 一覧
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が
読
書
始
に
認
定
し
な
い
事
例
で
も
、
臣
下
が
陪
席
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
例
も
あ
る
（
表
中
の
「
侍
臣
陪
従
記
事
」
の
欄
参
照
。（。
読
書
儀
の
範

疇
で
見
れ
ば
、
仁
明
天
皇
・
文
徳
天
皇
も
盛
ん
に
読
書
儀
を
行
っ
て
お
り

（
№
３
～
８
（、
恒
貞
親
王
以
前
に
も
嵯
峨
天
皇
が
行
っ
て
い
た
（
№
１
（。

こ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
、
幼
年
の
天
皇
・
皇
太
子
が
『
孝
経
』
に
代
表

さ
れ
る
漢
籍
を
臣
下
と
と
も
に
学
ぶ
読
書
始
も
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
№
1（
・
1（
は
と
も
に
陽
成
天
皇
の
、
№
（6
・
（（
は
朱
雀
天
皇

の
読
書
始
で
あ
り
、
天
皇
に
即
位
す
る
前
後
の
事
例
と
は
言
え
、
同
一
人

物
が
二
度
の
読
書
始
を
行
っ
た
と
い
う
の
は
、
平
安
前
期
の
読
書
儀
に
つ

い
て
成
人
通
過
儀
礼
の
一
種
と
し
て
見
る
に
は
検
討
を
要
す
る
。
む
し

ろ
、
仁
明
天
皇
が
四
度
（
№
３
～
６
（、
文
徳
天
皇
が
二
度
（
№
７
・
８
（、

清
和
天
皇
が
五
度
（
№
９
～
11
・
13
・
14
（
も
読
書
儀
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
複
数
回
の
実
施
も
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
。
他
の
天

皇
・
皇
族
の
読
書
儀
と
同
様
に
、
臣
下
と
と
も
に
漢
籍
を
学
ぶ
点
に
も
重

点
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
段
階
で
は
、
書
目
を
『
御
注
孝

経
』
に
限
定
す
る
よ
う
な
『
西
宮
記
』
以
降
に
見
ら
れ
た
傾
向
も
現
れ
て

い
な
い

　

第
三
に
、
№
18
の
光
孝
天
皇
（
五
十
五
歳
（、
№
19
の
宇
多
天
皇

（
二
十
二
歳
（
な
ど
幼
年
と
見
る
に
は
無
理
の
あ
る
事
例
も
認
定
さ
れ
て

お
り
、
幼
年
者
の
学
問
始
と
見
る
に
は
問
題
が
残
る
。
も
し
、
摂
関
期
同

様
の
読
書
始
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
先
述
し
た
よ
う
に
成
人
の
天
皇
の
読

書
儀
は
除
外
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、【
表
１
】
の
分
類
欄
で
は
、

便
宜
的
に
摂
関
期
同
様
の
幼
年
者
（
元
服
前
（
を
対
象
と
し
た
も
の
を

Ⅰ
、
そ
れ
以
外
を
Ⅱ
と
付
し
て
い
る
。

　

第
四
に
、
前
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
竟
宴
の
存
在
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
読
書
儀
と
別
日
に
竟
宴
が
行
わ
れ
る
の
は
、
読
書
儀
が
実
施
さ
れ

た
後
に
、
実
際
に
テ
キ
ス
ト
の
講
読
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
か
り

に
読
書
儀
自
体
は
形
式
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
テ
キ
ス
ト
学

習
の
実
態
を
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

実
際
に
、
九
・
十
世
紀
に
は
竟
宴
を
伴
っ
て
い
た
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
漢
籍
の
み
で
は
な
く
、
日
本
書
紀
講
書
の
よ
う
に
帝
王
と
臣
下

が
と
も
に
学
習
す
る
機
会
が
同
時
期
に
は
存
し
た
の
で
あ
り（

（1
（

、
読
書
儀
は

こ
れ
ら
と
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、『
日
本
書
紀
』
の

元
慶
講
書
は
貴
族
層
の
熱
心
な
参
加
が
見
ら
れ
た
。
元
慶
二
年

（
八
七
八
（
二
月
二
十
五
日
に
開
始
さ
れ
、
元
慶
六
年
八
月
二
十
九
日
に

竟
宴
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
間
の
記
述
と
し
て
、『
日
本
三
代
実
録
』
元

慶
三
年
五
月
七
日
条
に
は
、

七
日
丙
申
。
令
下
従
五
位
下
守
図
書
頭
善
淵
朝
臣
愛
成
於
二
冝
陽
殿

東
廂
一
読
中
日
本
紀
上
。
喚
二
明
経
・
紀
伝
生
三
・
四
人
一
為
二
都
講
一
。

大
臣
已
下
毎
日
開
読
。
前
年
始
読
、
中
間
停
廃
、
故
更
始
レ
読
焉
。

と
あ
り
、
文
飾
で
あ
る
に
し
て
も
大
臣
以
下
の
貴
族
が
自
ら
『
日
本
書

紀
』
を
読
ん
で
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
古
く
、
坂
本
太
郎
氏
は
、
こ
の
時
期

の
朝
政
を
主
導
し
た
藤
原
基
経
に
よ
る
学
問
奨
励
の
一
環
と
し
て
と
ら
え

て
い
る（

（1
（

。
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で
は
、
九
・
十
世
紀
の
読
書
儀
が
盛
行
し
て
い
る
時
期
に
、
後
世
の
よ

う
な
幼
年
者
の
読
書
始
は
一
般
の
読
書
儀
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
章
を
改
め
て
検
討
し
よ
う
。

三
、九・十
世
紀
に
お
け
る
読
書
儀

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
個
人
的
な
営
為
で
あ
る
読
書
が
儀
式
た
る

の
は
、
そ
こ
に
天
皇
・
皇
太
子
等
の
学
習
者
と
博
士
・
尚
復
と
い
っ
た
教

授
者
以
外
に
貴
族
が
参
加
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、【
表
１
】
に
示

さ
れ
た
事
例
の
う
ち
、
貴
族
等
の
参
加
が
知
ら
れ
る
事
例
を
検
討
し（

（1
（

、
儀

式
の
参
加
状
況
を
確
認
し
よ
う
。
ま
ず
、
成
年
者
の
事
例
を
示
し
、
次
に

幼
年
者
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
対
照
し
よ
う
。

（
一
）
成
年
者
の
読
書
儀

　

ま
ず
、
成
年
者
の
事
例
を
確
認
す
る
と
、
貴
族
層
の
関
与
は
大
き
く
分

け
て
、
書
物
を
学
習
す
る
講
書
と
学
習
し
た
テ
キ
ス
ト
に
関
連
す
る
詩
を

賦
す
詩
宴
へ
の
参
加
に
大
別
で
き
る
。

　

講
書
の
部
分
に
関
し
て
言
え
ば
、
博
士
・
尚
復
以
外
の
参
加
者
を
少
数

に
限
っ
た
例
が
あ
る
。
と
も
に
清
和
天
皇
の
読
書
儀
で
あ
る
が
、
№
13
で

は
源
覚
、
№
14
で
は
藤
原
冬
緒
が
陪
席
し
た
と
あ
る（

（1
（

。
そ
れ
以
前
の
場
合

は
、
教
授
者
の
み
で
、
天
皇
と
と
も
に
学
ん
だ
人
物
を
明
記
す
る
も
の
は

見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
竟
宴
な
ど
講
書
後
に
行
わ
れ
る
詩
宴
で

は
、
広
く
貴
族
層
が
参
加
し
、
詩
を
賦
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
№
13
に
つ
い
て
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
（

四
月
二
十
五
日
条
に
は
、

廿
五
日
丁
丑
。
先
レ
是
、　

天
皇
読
二
群
書
治
要
一
。
参
議
正
四
位
下

行
勘
解
由
長
官
兼
式
部
大
甫
播
磨
権
守
菅
原
朝
臣
是
善
、
奉
レ
授
下

書
中
所
二
抄
納
一
紀
伝
諸
子
之
文
上
。
従
五
位
上
守
刑
部
大
輔
菅
野
朝

臣
佐
世
奉
レ
授
二
五
経
之
文
一
。
従
五
位
下
行
山
城
権
介
善
淵
朝
臣
愛

成
為
二
都
講
一
。
従
四
位
上
行
右
京
大
夫
兼
但
馬
守
源
朝
臣
覚
予
侍
二

講
席
一
。
至
レ
是
講
竟
。
帝
觴
二
群
臣
於
綾
綺
殿
一
、
蓋
申
二
竟
宴
一
也
。

大
臣
已
下
各
賦
レ
詩
。
参
議
従
三
位
行
左
衛
門
督
近
江
権
守
大
江
朝

臣
音
人
作
二
都
序
一
。
喚
二
楽
人
一
両
人
一
。
糸
竹
間
奏
、
終
日
楽
飲
、

達
レ
暁
而
罷
。
賜
二
衣
被
綿
絹
一
各
有
レ
差
。

と
あ
り
、
博
士
・
都
講
に
加
え
て
、
源
覚
が
講
席
に
参
加
し
て
い
た
こ
と

が
明
記
さ
れ
る
。
続
く
、
竟
宴
で
は
「
群
臣
」
が
招
か
れ
、
講
席
に
は
い

な
か
っ
た
大
臣
ら
も
詩
を
賦
し
た
と
い
う（

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
講
書
部
分
は

本
格
的
な
漢
籍
読
書
で
、
詩
宴
の
方
が
参
加
者
を
拡
大
し
て
執
り
行
わ
れ

る
儀
式
と
し
て
の
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

清
和
朝
に
つ
い
て
右
記
の
よ
う
な
事
例
が
具
体
的
に
確
認
さ
れ
る
が
、

光
孝
朝
以
降
に
は
、
講
書
へ
の
貴
族
層
の
参
加
拡
大
が
認
め
ら
れ
る
。
№

18
で
は
、
即
位
間
も
な
い
光
孝
天
皇
の
『
文
選
』
読
書
に
際
し
て
、
太
政

大
臣
（
藤
原
基
経
（・
左
大
臣
（
源
融
（・
右
大
臣
（
源
多
（
の
三
公
が
陪

―�8�―
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席
し
た（

1（
（

。
№
（（
で
も
、
醍
醐
天
皇
の
『
史
記
』
読
書
に
際
し
て
、
紀
長
谷

雄
（
参
議
（・
東
宮
学
士
高
向
博
文
な
ど
学
識
者
に
加
え
て
、
左
大
臣

（
藤
原
時
平
（・
藤
原
清
経
（
右
衞
督
（
を
は
じ
め
と
す
る
殿
上
侍
臣
も
陪

席
し
た（

11
（

。
№
31
で
も
、
同
年
に
『
御
注
孝
経
』
の
竟
宴
を
終
え
た
ば
か
り

の
朱
雀
天
皇
の
『
史
記
』
読
書
に
て
、「
諸
卿
参
入
」
と
あ
り（

11
（

、
講
書
の

場
に
貴
族
層
が
参
加
し
た
と
思
し
い
。

　

先
述
し
た
『
日
本
書
紀
』
講
書
で
、
藤
原
基
経
主
導
の
も
と
貴
族
層
が

広
く
参
加
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
続
く
光
孝
朝
以
降
で
は
、
漢
籍
読
書
に

つ
い
て
も
貴
族
層
の
参
加
拡
充
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
上
の
よ
う
な

成
年
者
を
対
象
と
し
た
も
の
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
続
い
て
幼
年
者
の
事

例
を
検
討
し
よ
う
。

（
二
）
幼
年
者
の
読
書
儀

　

読
書
始
の
初
例
と
も
さ
れ
る
恒
貞
親
王
の
場
合
（
№
２
（
は
、『
続
日

本
後
紀
』
天
長
十
年
（
八
三
三
（
四
月
庚
辰
条
に
「
皇
太
子
始
読
二
『
孝

経
』一
。
参
議
已
上
、
会
二
集
東
宮
一
有
レ
宴
焉
。」
と
あ
り
、
皇
太
子
が

『
孝
経
』
を
読
み
、
参
議
以
上
の
高
官
も
集
ま
っ
て
宴
席
が
も
た
れ
た
と

い
う
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
貴
族
層
は
講
書
の
後
の
宴
席
か
ら
参
加
し
た

と
読
む
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
。
続
く
、
元
服
前
の
清
和
天
皇
の
場
合

（
№
９
（
で
は
、
大
枝
音
人
・
藤
原
冬
緒
と
い
う
学
識
者
が
講
席
に
預
か
っ

た
と
さ
れ
る（

11
（

。

　

陽
成
天
皇
の
皇
太
子
時
代
の
『
千
字
文
』
読
書
（
№
1（
（
や
貞
保
親
王

の
『
蒙
求
』
読
書
（
№
16
（
で
は
、
貴
族
層
の
参
加
が
漢
籍
を
読
ん
だ
後

の
詩
宴
に
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
講
書
に
及
ん
だ
か
は
明
瞭
で
は
な

い（
11
（

。
詩
宴
で
読
ま
れ
た
詩
序
を
分
析
し
た
新
間
一
美
氏
は
、
学
習
を
行
っ

た
皇
子
の
天
性
の
学
問
的
素
質
と
向
学
心
に
あ
ふ
れ
た
謙
虚
な
有
様
の
二

点
が
読
書
始
の
詩
序
に
読
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。
幼

年
の
皇
子
が
漢
籍
を
学
習
し
た
こ
と
を
以
て
、
将
来
の
統
治
者
と
し
て
の

素
質
を
讃
え
る
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
確
認
し
た
よ
う
に
、
貴
族
層
の
参
加
は
講
書
の
後
の
詩
宴
に
あ

り
、
講
書
部
分
は
学
識
者
が
陪
席
す
る
学
習
実
態
を
伴
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
は
、
清
和
朝
ま
で
の
成
人
天
皇
の
読
書
儀
と
同
様
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
幼
年
者
の
場
合
に
は
、
学
習
対
象
と
な
る
書
籍
も
『
千
字

文
』
や
『
蒙
求
』
の
よ
う
な
幼
学
書
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
即
位
後
の
陽
成
天
皇
の
『
孝
経
』
読
書
儀
（
№
1（
（
は
、

そ
の
様
相
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年

（
八
七
九
（
四
月
二
十
六
日
条
に
は
、

廿
六
日
乙
酉
。
天
皇
始
読
二
御
注
孝
経
一
。
従
五
位
上
博
士
兼
越
中

守
善
淵
朝
臣
永
貞
侍
読
、
民
部
少
輔
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
佐
世
為
二

都
講
一
。
大
臣
已
下
並
侍
焉
。

と
あ
り
、
侍
読
（
博
士
（・
都
講
以
外
に
、
大
臣
（
左
大
臣
源
融
、
右
大

臣
藤
原
基
経
（
以
下
貴
族
層
が
臨
席
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
例
で
は
、
貴
族
層
も
講
書
の
場
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
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そ
の
後
、
朱
雀
天
皇
の
皇
太
子
時
代
の
読
書
儀
（
№
（6
（
で
は
、
皇
太

子
・
博
士
・
尚
復
に
加
え
、
参
議
以
上
公
卿
に
い
た
る
貴
族
層
の
座
が
設

け
ら
れ
、
陪
席
す
る
貴
族
は
書
巻
（
書
籍
（
を
持
っ
て
着
座
し
た
と
い

う（
11
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
貴
族
層
が
講
書
に
も
立
ち
会
い
、
書
物
を
持
っ
て

と
も
に
学
ん
だ
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
以
降
の
読
書
儀
で
は
、
承
平

三
年
（
九
三
三
（
の
行
明
親
王
（
№
（9
（
の
儀
式
で
も（

11
（

、
貴
族
層
の
講
席

へ
の
参
加
を
確
認
で
き
る
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
書
目
が
『
御
注

孝
経
』
に
一
定
し（

11
（

、
幼
年
者
対
象
に
限
定
さ
れ
る
憲
平
親
王
（
冷
泉
天

皇
（
以
降
は
、
講
書
部
分
か
ら
の
貴
族
層
の
参
加
が
定
例
化
す
る
。

（
三
）
小
結

　

あ
え
て
、
幼
年
者
と
成
年
者
に
分
け
て
、
読
書
儀
へ
の
貴
族
の
参
加
状

況
を
確
認
し
た
が
、
両
者
の
動
向
は
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
儀
式
を
講
書

部
分
と
宴
席
部
分
に
わ
け
る
と
、
九
世
紀
前
半
か
ら
宴
席
部
分
へ
の
貴
族

層
の
参
加
を
多
く
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
先
立
つ
講
書
部
分
は

陪
席
す
る
者
を
学
識
者
に
限
定
し
た
本
格
的
な
講
書
の
場
合
も
あ
り
、
必

ず
し
も
貴
族
層
が
広
く
参
集
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
講
書
部
分

へ
の
貴
族
層
の
参
加
が
拡
大
し
て
い
く
の
が
、
藤
原
基
経
執
政
期
（
清
和

朝
末
～
光
孝
朝
（
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
一
章
で
確
認
し
た
『
新
儀

式
』
の
次
第
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
貴
族
層
が
参
加
す
る
際
に
「
握

レ
巻
」（
書
巻
を
携
え
る
（
と
い
う
記
述
が
『
西
宮
記
』
以
降
の
次
第
に

確
認
で
き
、
学
識
者
か
を
問
わ
ず
、
貴
族
層
が
講
書
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
基
経
執
政
期
に
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
先
に
紹
介
し
た
坂
本
太
郎
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、

基
経
自
身
の
好
学
な
姿
勢
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
基
経
自
身

が
天
皇
の
後
ろ
盾
と
な
る
廷
臣
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う（

11
（

。
外
甥
で
あ
る
陽
成
天
皇
・
自
ら
が
擁
立
し
た
光
孝
天
皇
の
王
権
を

確
立
す
る
一
環
と
し
て
、
自
ら
講
書
に
も
陪
席
し
、
貴
族
層
の
参
加
を
促

し
た
の
だ
ろ
う
。
読
書
儀
は
、
天
皇
や
後
継
者
で
あ
る
皇
太
子
と
臣
下
と

の
一
体
的
関
係
を
確
認
す
る
場
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
基

経
の
あ
と
も
、
時
平
・
忠
平
も
積
極
的
に
読
書
儀
に
関
与
し
て
、
後
見
し

て
い
く（

1（
（

。
こ
う
し
た
君
臣
共
習
と
も
い
う
べ
き
読
書
儀
が
、
幼
年
者
対
象

の
儀
式
と
し
て
確
立
す
る
時
期
に
つ
い
て
章
を
改
め
て
確
認
し
よ
う
。

四
、
読
書
始
の
確
立

　

前
章
ま
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
九
世
紀
後
半
に
読
書
儀
は
詩
宴
だ
け
で

は
な
く
講
書
部
分
に
も
貴
族
層
が
陪
席
し
て
、
儀
式
と
し
て
の
充
実
を
見

る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
十
世
紀
後
半
に
は
、
憲
平
・
為
平
・
守
平

と
い
う
村
上
天
皇
の
皇
子
の
読
書
儀
が
短
期
間
の
う
ち
に
実
施
さ
れ
る

（
№
33
～
35
（（

11
（

。
幼
年
者
の
読
書
始
が
連
続
し
、
こ
れ
以
降
は
、
幼
年
者
の

儀
式
の
み
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
、
同
一
人
物
の
複
数
回
実
施
も
な
く
な

―�10�―
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り
、
学
問
始
（
＝
読
書
始
（
と
し
て
の
様
相
が
強
ま
っ
て
い
く
。
た
だ

し
、
慣
例
を
積
み
重
ね
て
形
成
さ
れ
た
儀
式
で
あ
っ
た
た
め
、
実
施
方
法

が
模
索
さ
れ
、
徐
々
に
次
第
が
整
っ
て
い
っ
た
。
以
下
、
講
書
部
分
の
次

第
に
つ
い
て
、
こ
の
過
程
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
天
徳
四
年
（
九
六
〇
（
の
為
平
親
王
の
読
書
儀
（
№
34
（
で

は
、
講
書
の
際
に
陪
席
す
る
貴
族
が
書
物
を
持
つ
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ

れ
た
。『
台
記
別
記
』
久
安
三
年
（
一
一
四
七
（
十
二
月
十
一
日
条
所
引

『
九
暦
』
に
は
、

天
徳
四
年
三
月
九
日
九
記
云
〈
為
平
親
王
書
始
、〉、
左
大
臣
（
藤
原

実
頼
（
陳
云
、
公
卿
等
若
可
レ
持
レ
書
歟
。
予
（
藤
原
師
輔
（
答
曰
、

天
皇
若
皇
太
子
読
書
之
時
例
然
也
、
親
王
之
例
所
レ
未
レ
知
也
。
計

レ
之
、
不
レ
持
有
二
何
事
一
矣
。
左
閤
許
諾
云
々
。
…（

11
（

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
親
王
の
読
書
儀
に
参
加
す
る
貴
族
層
が
書
籍
を
携

え
る
か
が
不
明
と
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
そ
の
一
方
で
、
天
皇
・
皇
太
子
の
場
合

に
は
書
籍
を
携
え
る
こ
と
が
先
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る（
11
（

。
第
一
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
西
宮
記
』
で
は
天
皇
・
皇
太
子
・

親
王
と
い
う
身
分
ご
と
に
次
第
を
立
て
て
い
る
。
天
皇
・
皇
太
子
の
次
第

に
は
、
貴
族
層
の
書
籍
携
帯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
親
王
の
次
第
は

皇
太
子
と
異
な
る
箇
所
を
記
し
た
簡
素
な
も
の
だ
が
、
貴
族
層
の
書
籍
携

帯
の
有
無
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
で
も
、
天
皇
や
皇
太

子
と
は
差
を
つ
け
て
、
書
籍
を
持
つ
必
要
は
な
い
と
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
貴
族
層
が
書
籍
を
携
帯
す
る
の
は
そ
の
書
を
読
む
た
め

で
、
実
際
に
『
西
宮
記
』
の
日
本
書
紀
講
書
次
第
で
は
、
貴
族
層
が
『
日

本
書
紀
』
を
広
げ
て
講
義
を
聴
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る（

11
（

。『
西
宮
記
』
臨

時
七
皇
太
子
書
始
に
は
、

太
子
着
座
〈
総
角
・
青
色
衣
、
不
レ
帯
レ
剣
。〉。
王
卿
着
〈
皆
持
二
書

巻
一
副
レ
笏
、
侍
臣
両
三
出
候
。〉。
博
士
・
尚
復
着
レ
座
〈
学
士
・
殿

上
成
業
六
位
。〉。
皆
展
レ
書
、
尚
復
唱
レ
文
〈
長
。〉。
博
士
読
二
御
注

孝
経
序
一〈
五
字
。〉。
尚
復
云
「
此
許
〈
詞
云
、
己
々
末
天
。〉。」
次

尚
復
読
二
五
字
一
、
如
レ
先
。
博
士
等
立
。
王
卿
立
。
…

と
あ
り
、
参
加
者
皆
が
書
物
を
広
げ
る
も
の
の
、
波
線
部
に
あ
る
よ
う

に
、
学
ぶ
の
は
「
御
注
孝
経
序
」
の
五
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
つ

ま
で
遡
及
で
き
る
か
は
明
証
を
欠
く
も
の
の
、『
江
家
次
第
』
で
は
、
波

線
部
に
対
応
す
る
部
分
に
、
天
暦
十
年
（
九
五
六
（
の
憲
平
親
王
（
冷
泉

天
皇
（
の
読
書
儀
（
№
33
（
を
引
く
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
例
ま
で
遡
れ
る

だ
ろ
う（

11
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
以
降
は
、
読
了
時
の
竟
宴
の
実
施
も
見
ら

れ
な
く
な
る
。『
新
儀
式
』
で
見
た
よ
う
な
講
書
の
実
態
を
伴
う
も
の
で

は
な
く
、
講
書
は
書
籍
冒
頭
の
み
に
限
定
さ
れ
、
儀
式
と
し
て
の
形
骸
化

が
進
行
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

十
世
紀
後
半
の
№
33
～
35
は
、
い
ず
れ
も
藤
原
師
輔
の
娘
安
子
を
母
に

持
つ
皇
子
を
対
象
と
し
、
こ
の
三
皇
子
は
儀
式
を
行
っ
た
時
点
に
お
い

て
、
師
輔
と
と
も
に
兄
の
実
頼
が
そ
の
後
ろ
盾
で
あ
っ
た（

11
（

。
実
頼
・
師
輔

の
祖
父
で
あ
る
基
経
が
、
講
書
の
場
に
貴
族
と
と
も
に
立
ち
会
っ
て
、
君

臣
の
結
束
を
確
認
し
た
よ
う
に
、
皇
子
と
貴
族
が
学
ぶ
形
式
を
と
る
こ
と
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で
、
後
見
す
る
皇
子
の
立
場
を
固
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う（

11
（

。
№
38
・

40
・
4（
・
43
な
ど
摂
関
の
私
邸
で
の
実
施
も
増
え
、
こ
の
傾
向
は
一
層
強

ま
っ
た
と
い
え
よ
う（

11
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
か
つ
て
の
よ
う
な
君

臣
が
と
も
に
漢
籍
を
学
び
進
め
る
実
態
は
な
い
。
こ
れ
が
、
学
問
始
と
し

て
の
読
書
始
の
確
立
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
確
立
し
た
読
書
始
の
あ
り
方
を
十
一
世
紀
初
頭
の
実
施
例
と

と
も
に
確
認
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
史
料
が
よ
く
残
る
長
和
三
年

（
一
〇
一
四
（
の
敦
成
親
王
（
後
一
条
天
皇
（
の
読
書
始
（
№
4（
（
を
取

り
上
げ
る
。
皇
太
子
の
読
書
始
と
し
て
は
、
花
山
天
皇
以
来
三
十
数
年
ぶ

り
で
あ
っ
た
。
実
施
に
あ
た
り
、
外
祖
父
の
藤
原
道
長
は
藤
原
実
資
に
先

例
を
問
い
合
わ
せ
た
う
え
で
、
親
王
の
父
で
あ
る
一
条
天
皇
が
即
位
後
に

行
っ
た
例
（
№
39
（
を
参
考
に
実
施
し
た
よ
う
で
あ
る（

1（
（

。

　

儀
式
の
中
核
で
あ
る
講
書
に
先
立
つ
場
面
の
記
述
と
し
て
『
小
右
記
』

長
和
三
年
（
一
〇
一
四
（
十
一
月
廿
八
日
条
に
は
、

…
次
左
大
臣
（
藤
原
道
長
（
著
二
御
前
座
一
〈
持
二『
御
注
孝
経
』一
、

取
二
副
笏
一
。〉。
右
大
臣
（
藤
原
顕
光
（
不
レ
随
二
身
書
一
、
経
営
起

レ
座
、
令
レ
求
、
僅
得
二
其
書
一
。
若
非
二
『
御
注
孝
経
』一
歟
。
諸
卿
次

第
著
レ
座
、
参
議
通
任
（
藤
原
（
之
外
、
依
レ
無
二
座
席
一
不
レ
候
二
御

前
一
。
但
、
中
納
言
時
光
（
藤
原
（
不
レ
求
二
得
書
巻
一
、
不
レ
候
二
御

前
一
。
他
卿
相
乞
取
二
相
府
文
殿
書
等
一
持
レ
之
。
非
二
『
御
注
孝
経
』一

耳
。
殿
上
人
三
人
・
出
居
同
持
二
書
巻
一
。
…

と
あ
る
。
こ
の
後
、
参
列
す
る
貴
族
達
も
皇
太
子
と
と
も
に
書
巻
を
開
い

て
「
御
注
孝
経
序
」
の
五
字
に
つ
い
て
形
式
的
な
学
習
を
行
っ
た
の
だ

が
、
こ
の
『
小
右
記
』
の
記
載
は
次
の
二
点
で
興
味
深
い
。

　

第
一
は
、
記
主
の
実
資
が
『
御
注
孝
経
』
で
は
な
い
書
巻
で
あ
る
こ
と

を
逐
次
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
貴
族
の
一
部
は
『
御
注
孝
経
』
以
外
の

テ
キ
ス
ト
を
学
習
の
際
に
開
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
形
式
が

優
先
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
は
儀
式
の
小
道
具
と
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

第
二
は
、
書
巻
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
者
は
皇
太
子
の
前
に
参
列
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
当
日
は
、
貴
族
達
の
た
め
に
道
長
（
相
府
（

の
文
庫
か
ら
書
を
出
し
て
用
い
た
が
、
全
員
に
は
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
、
中
納
言
・
藤
原
時
光
は
書
物
を
得
ら
れ
ず
御
前
に
伺
候
で
き
な

か
っ
た
。
小
道
具
で
は
あ
る
が
、
参
列
者
が
皇
太
子
（
天
皇
（
と
と
も
に

学
ぶ
と
い
う
演
出
が
必
要
と
さ
れ
、
書
巻
を
持
た
な
い
者
は
参
列
が
許
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
の
例
の
参
考
と
さ
れ
た
一
条
天
皇
の
読
書
始
に
つ
い
て

は
、
貴
族
が
書
物
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
所
伝
も
あ
る
。『
江
家
次
第
』

で
は
寛
和
二
年
（
九
八
六
（
の
一
条
天
皇
の
次
第
を
引
用
す
る
が
、
貴
族

の
着
座
に
関
し
て
「
寛
和
、
左
右
両
丞
相
著
レ
座
。
他
公
卿
依
レ
無
レ
座

候
二
侍
所
一
、
不
レ
取
二
書
巻
一
云
々
。」
と
あ
る（

11
（

。
後
に
、
こ
の
記
述
を
も

と
に
天
皇
の
場
合
は
貴
族
が
書
物
を
携
帯
し
な
い
先
例
と
し
て
採
用
さ
れ

る
。
た
だ
し
、『
江
家
次
第
』
の
編
者
で
あ
る
大
江
匡
房
自
身
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、「
書
巻
」
を
持
た
ず
と
い
う
の
は
儀
式
の
場
に
座
席
が
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
者
に
関
す
る
記
述
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う（

11
（

。
実
際
に
、
長
和

―�1（�―
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四
年
（
一
〇
一
五
（
の
敦
良
親
王
（
後
朱
雀
天
皇
（
の
読
書
始
（
№
43
（

に
際
し
て
、
親
王
の
読
書
始
の
た
め
貴
族
層
が
書
籍
を
携
帯
し
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、『
小
右
記
』
に
は
「
上
達
部
不
レ
持
二
書
巻
一
、
帝
王
・

太
子
御
書
始
外
不
レ
持
之
故
耳
」
と
あ
り
、
十
一
世
紀
に
は
、
天
皇
の
読

書
始
で
の
貴
族
層
の
書
物
携
帯
は
規
範
化
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う（

11
（

。

　

講
書
の
終
了
後
に
行
わ
れ
る
詩
宴
で
は
、
前
章
で
確
認
し
た
九
・
十
世

紀
の
読
書
儀
同
様
だ
が
、
立
ち
会
っ
た
貴
族
層
も
学
習
者
た
る
皇
子
ら
を

讃
え
る
詩
を
賦
し
た（

11
（

。
読
書
始
は
宮
廷
社
会
全
体
で
天
皇
や
後
継
者
と
な

る
皇
子
の
資
質
を
承
認
す
る
場
と
し
て
機
能
し
た
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
漢
籍
を
実
際
に
学
ぶ
こ
と
を
重
ん
じ
て
い
た
平
安
時
代
前
期
と
は
異

な
り
、
儀
式
の
な
か
で
の
漢
籍
の
役
割
は
基
礎
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
の
象
徴

に
留
ま
っ
た
。

お
わ
り
に

　

読
書
始
が
確
立
し
た
十
世
紀
後
半
に
は
、
摂
関
家
子
弟
の
読
書
始
が
開

始
さ
れ
る
。
長
徳
四
年
（
九
九
八
（
に
藤
原
頼
通
が
『
古
文
孝
経
』
を
、

藤
原
師
実
以
降
は
『
史
記
』
五
帝
本
紀
を
読
み
、
そ
の
次
第
は
天
皇
・
皇

族
に
対
す
る
も
の
と
同
様
で
あ
っ
た（

11
（

。
し
か
し
、
頼
通
の
例
が
顕
著
な
よ

う
に
、
あ
え
て
『
御
注
孝
経
』
を
用
い
な
か
っ
た
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。

　

古
勝
隆
一
氏
に
よ
れ
ば
、『
御
注
孝
経
』（
開
元
初
注
（
は
唐
・
玄
宗
の

皇
子
に
対
す
る
教
育
と
の
関
係
で
編
纂
さ
れ
た
側
面
が
あ
る
と
い
う
。
唐

で
は
、
皇
太
子
が
入
学
儀
礼
と
し
て
国
子
監
で
歯
冑
礼
（
釈
奠
に
類
似
し

た
儀
式
（
を
行
っ
た
が
、『
孝
経
』
は
そ
の
際
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、『
御
注
孝
経
』
の
編
纂
に
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
を
確
定
す
る
意
味
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る（

11
（

。

　

た
だ
し
、
日
本
の
読
書
儀
で
作
ら
れ
た
詩
序
で
は
、
玄
宗
の
皇
子
の
例

を
引
く
こ
と
は
な
く
、『
御
注
孝
経
』
こ
そ
が
皇
子
の
教
育
に
用
い
ら
れ

る
と
い
う
点
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
可
能
性
は
低
い
。
し
か
し
、
幼
少

の
清
和
天
皇
が
読
ん
で
以
来
の
伝
統
か
ら
、
藤
原
頼
通
が
読
書
始
を
行
っ

た
時
期
に
は
、『
御
注
孝
経
』
は
皇
室
の
読
書
始
で
用
い
ら
れ
る
も
の
と

い
う
規
範
が
確
立
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

翻
っ
て
、
日
本
の
古
代
の
漢
学
の
展
開
を
振
り
返
る
と
、
桃
裕
行
氏
に

よ
る
古
代
学
制
の
研
究
以
来
、
次
の
よ
う
に
概
括
さ
れ
る
。
則
ち
、
奈
良

時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
、
た
び
た
び
新
し
い
典
籍
が
中
国
か

ら
将
来
さ
れ
、
学
問
の
更
新
が
図
ら
れ
た
。『
御
注
孝
経
』
も
そ
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
安
時
代
中
期
に
至
っ
て
、
学
問
の
世
襲
化
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
唐
訓
詁
学
の
水
準
で
停
滞
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

11
（

。

　

こ
の
こ
と
は
、
貴
族
層
の
漢
学
学
習
に
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

平
安
初
期
に
は
、
貴
族
の
大
学
就
学
が
義
務
化
さ
れ
た
よ
う
に（

11
（

、「
文
章

経
国
」
の
気
運
の
高
ま
り
に
対
応
し
て
、
漢
学
の
深
い
学
習
は
貴
族
層
に

と
っ
て
も
不
可
欠
の
教
養
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
漢
学
が
不
要
に
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
平
安
時
代
中
期
に
は
上
級
貴
族
の
大
学
へ
の
就
学
は

廃
絶
し
て
し
ま
う
。
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注（
1
（�

阿
部
秋
生
他
訳
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

源
氏
物
語
⑴
』（
小

学
館
、
一
九
九
四
年
（、
三
八
頁
。

（
（
（�

『
皇
室
制
度
史
料
』
儀
制　

成
年
式
三
（
宮
内
庁
、
二
〇
一
三
年
（、

二
〇
五
頁
。

（
3
（�

後
掲
の
【
表
1
】
に
、『
類
聚
国
史
』
に
収
録
さ
れ
た
事
例
を
示
し
た
。

そ
の
初
例
は
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
七
年
（
八
一
六
（
の
『
史
記
』
読
書

で
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

（
4
（�

林
秀
一
「
御
読
書
始
の
御
儀
に
就
い
て
」『
孝
経
学
論
集
』（
明
治
書

院
、
一
九
七
六
年
、
初
出
一
九
四
四
年
（。

（
5
（�

尾
形
裕
康
「
就
学
始
の
史
的
研
究
」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
八
―
一
、

一
九
五
〇
年
（・「
読
書
始
教
授
様
式
の
研
究
」（『
早
稲
田
大
学
教
育
学

部
学
術
研
究　

人
文
・
社
会
・
自
然
』
三
、一
九
五
五
年
（・「
中
世
の

読
書
始
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
一
三
―
一
二
、一
九
六
七
年
（。

（
6
（�

新
間
一
美
「
平
安
朝
の
通
過
儀
礼
と
漢
詩
」
小
嶋
菜
温
子
『
王
朝
文
学

と
通
過
儀
礼
』（
竹
林
舎
、
二
〇
〇
七
年
（。

（
（
（�

『
北
山
抄
』
に
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。
読
書
儀
が
定
例
の
年
中
行
事
で

は
な
く
臨
時
行
事
で
あ
る
こ
と
、
元
服
儀
の
よ
う
に
儀
式
次
第
が
確
立

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
想
定
で
き
よ
う
。

（
8
（�

以
下
、『
新
儀
式
』
の
引
用
は
、『
群
書
類
従　

第
六
輯　

律
令
部
・
公

事
部
』（
続
群
書
類
従
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
初
版
、
一
九
八
三
年
訂

正
三
版
（
に
よ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
『
西
宮
記
』・『
江
家
次
第
』・『
侍

中
群
要
』
と
い
っ
た
儀
式
書
は
、
神
道
大
系
に
よ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、

適
宜
、
校
注
を
加
え
た
り
、
句
点
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
9
（�

『
侍
中
群
要
』
巻
九
御
書
初
も
、
蔵
人
式
と
し
て
装
束
次
第
を
掲
載
し
、

お
お
よ
そ
の
儀
式
の
流
れ
を
示
し
、
最
後
に
一
条
朝
で
活
躍
し
た
大
江

斉
光
の
説
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
次
第
は
『
江
家
次
第
』
と
一
致
す

る
。

（
10
（�

後
掲
【
表
1
】
読
書
儀
一
覧
№
19
を
参
照
。

（
11
（�

後
掲
【
表
1
】
読
書
儀
一
覧
№
13
・
9
を
参
照
。

（
1（
（�

こ
の
他
に
も
、
蔵
人
所
で
実
施
さ
れ
た
蔵
人
所
講
書
も
存
在
し
た
。
工

藤
重
矩
氏
に
よ
れ
ば
、
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
（
に
大
蔵
義
行
に
命
じ

て
『
顔
氏
家
訓
』
を
天
皇
の
側
近
に
講
じ
さ
せ
た
こ
と
を
嚆
矢
と
し
、

宇
多
朝
～
村
上
朝
に
か
け
て
の
実
施
例
が
『
西
宮
記
』
と
『
貞
信
公

記
』
に
見
え
る
と
い
う
。
書
目
も
『
漢
書
』・『
尚
書
』・『
礼
記
』・『
白

氏
洛
中
集
』
な
ど
一
定
し
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
基
本
的
に
、
天
皇
に
近

侍
す
る
蔵
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
工
藤
重
矩
「
蔵
人
所
の

文
学
的
活
動
に
つ
い
て
」『
律
令
社
会
の
文
学
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
七
二
年
（。（。

（
13
（�

『
群
書
治
要
』
の
読
書
儀
に
お
い
て
、
紀
伝
道
・
明
経
道
の
双
方
か
ら

博
士
ら
を
と
っ
た
例
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
貞
観
十
七
年
の
清
和

天
皇
の
事
例
（
№
13
（
で
あ
る
。

（
14
（�

尾
形
（
注
5
（
前
掲
「
就
学
始
の
史
的
研
究
」
参
照
。

（
15
（�

恒
貞
親
王
が
承
和
の
変
で
廃
太
子
と
な
っ
た
た
め
先
例
と
し
て
評
価
さ

　

平
安
前
期
の
読
書
儀
は
、
必
ず
し
も
幼
年
者
を
対
象
と
す
る
も
の
に
限

ら
れ
ず
、
書
目
も
多
様
で
、
実
際
に
講
読
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
安
中
期
に
読
書
始
が
儀
式
と
し
て
確
立
す
る
と
、
対

象
と
な
っ
た
天
皇
・
皇
族
の
資
質
を
示
す
と
い
う
点
は
持
続
し
た
も
の
の
、

読
了
を
想
定
し
な
い
形
式
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
読
書
始
の

あ
り
方
は
、
如
上
の
よ
う
な
平
安
時
代
中
期
の
学
問
と
貴
族
の
あ
り
方
と

対
応
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
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れ
な
か
っ
た
点
、
文
徳
天
皇
が
立
太
子
の
時
点
で
十
六
歳
と
な
っ
て
お

り
、
幼
学
書
に
近
い
『
孝
経
』
を
読
む
必
要
が
な
か
っ
た
点
も
想
定
で

き
よ
う
。
た
だ
し
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
七
年
（
八
八
三
（
六
月

十
日
条
の
清
内
雄
行
卒
伝
に
は
、「
昔
文
徳
天
皇
竜
潜
、
御
二
梨
本
院
一

之
時
、
雄
行
侍
読
、
奉
レ
講
二
孝
経
一
。」
と
あ
り
、
即
位
前
の
文
徳
天
皇

も
『
孝
経
』
を
学
習
し
た
よ
う
だ
が
、
儀
式
の
様
相
を
帯
び
た
か
は
確

認
で
き
な
い
。
以
下
、
六
国
史
の
引
用
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ

る
。

（
16
（�

日
本
書
紀
講
書
に
つ
い
て
は
、
関
晃
「
上
代
に
於
け
る
日
本
書
紀
講
読

の
研
究
」『
関
晃
著
作
集
第
五
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
初

出
一
九
四
二
年
（
に
詳
し
い
。
水
口
幹
記
氏
は
、
平
安
時
代
前
期
に
お

け
る
日
本
書
紀
講
書
の
実
施
は
、
文
章
経
国
思
想
の
高
ま
り
と
軌
を
一

に
す
る
と
論
じ
る
（「
弘
仁
の
日
本
書
紀
講
書
と
文
章
経
国
思
想
」『
古

代
日
本
と
中
国
文
化　

受
容
と
選
択
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
（。（。

（
1（
（�

坂
本
太
郎
「
藤
原
良
房
と
基
経
」『
坂
本
太
郎
著
作
集　

第
十
一
巻　

歴
史
と
人
物
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
初
出
一
九
六
四
年
（、

八
一
―
八
四
頁
。
坂
本
氏
は
、
基
経
自
身
の
好
学
な
資
質
に
焦
点
を
あ

て
て
い
る
が
、
当
然
な
が
ら
未
だ
唐
風
化
の
気
運
が
衰
え
て
い
な
い
当

時
の
政
治
思
潮
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
18
（�

【
表
1
】
に
示
し
た
読
書
儀
（『
類
聚
国
史
』
が
認
定
す
る
事
例
（
の
な

か
に
も
、
貴
族
層
が
共
習
し
た
と
明
記
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ

は
天
皇
個
人
の
漢
籍
学
習
の
記
録
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
19
（�

源
覚
は
卒
伝
で
「
性
聡
敏
有
二
学
渉
一
」（『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年

（
八
七
九
（
十
月
二
十
日
条
（
と
あ
る
学
識
者
で
、
藤
原
冬
緒
は
良
吏

と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
。

（
（0
（�

漢
籍
の
う
ち
、『
史
記
』・『
漢
書
』
な
ど
の
史
書
の
竟
宴
で
詠
ま
れ
た

漢
詩
を
顧
姍
姍
氏
が
検
討
し
て
い
る
。
特
に
、
嵯
峨
天
皇
の
『
史
記
』

読
書
儀
（
№
1
（
に
つ
い
て
、
貴
族
層
は
自
ら
の
経
歴
や
身
分
を
踏
ま

え
た
人
物
を
題
材
に
詩
を
詠
じ
、
君
臣
の
関
係
が
確
認
さ
れ
た
と
述
べ

る
（「
平
安
前
期
の
竟
宴
詠
史
詩
の
一
考
察
」（『
言
語
・
地
域
文
化
研

究
』
一
七
、二
〇
一
一
年
（（。

（
（1
（�

『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
（
四
月
四
日
条
。

（
（（
（�

『
西
宮
記
』
臨
時
七
天
皇
御
書
始
竟
宴
。
な
お
、
高
向
博
文
は
陪
席
が

予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
当
日
参
入
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
（3
（�

『
本
朝
世
紀
』
天
慶
二
年
（
九
三
九
（
十
一
月
十
五
日
条
。『
本
朝
世

紀
』
の
引
用
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。

（
（4
（�

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
（
八
六
〇
（
二
月
十
日
条
に
、

�

　

�

十
日
辛
夘
。
…
従
五
位
上
行
大
学
博
士
大
春
日
朝
臣
雄
継
以
二
孝
経
一

奉
レ

授
二　

天
皇
一
。
正
五
位
上
行
大
学
頭
豊
階
真
人
安
人
為
二

都

講
一
。
正
五
位
下
守
権
左
中
弁
兼
行
式
部
少
輔
大
枝
朝
臣
音
人
・
正

五
位
下
守
右
中
弁
藤
原
朝
臣
冬
緒
等
預
レ
席
。

�

と
あ
る
。

（
（5
（�

ま
ず
、
陽
成
天
皇
の
皇
太
子
時
代
の
読
書
儀
は
、『
日
本
三
代
実
録
』

貞
観
十
七
年
（
八
七
五
（
四
月
二
十
三
日
条
に
、

�

　

�

廿
三
日
乙
亥
。
皇
太
子
始
読
二
千
字
文
一
。
従
五
位
上
守
右
少
弁
兼
行

東
宮
学
士
橘
朝
臣
広
相
為
二
侍
読
一
。
親
王
公
卿
畢
会
。
宴
飲
極
レ
歓

而
罷
。
五
位
已
上
並
侍
二
陣
頭
一
。
六
位
賜
レ
禄
各
有
レ
差
。

�

と
あ
り
、
公
卿
以
下
が
参
集
す
る
威
儀
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
続
く
貞
保
親
王
の
読
書
儀
は
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶

二
年
（
八
七
八
（
八
月
二
十
五
日
条
に
、

�
　

�
廿
五
日
戊
子
。
…
、
是
日
、
皇
弟
貞
保
親
王
於
二
披
香
舎
一
始
読
二
蒙

求
一
。
従
四
位
下
行
式
部
大
輔
兼
美
濃
権
守
橘
朝
臣
広
相
侍
読
。
小

会
置
レ
宴
。
右
大
臣
特
喚
二
従
五
位
上
守
左
少
弁
巨
勢
朝
臣
文
雄
・
文

章
博
士
従
五
位
下
兼
行
大
内
記
越
前
権
介
都
朝
臣
良
香
・
従
五
位
下
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行
大
外
記
嶋
田
朝
臣
良
臣
・
正
六
位
上
行
少
内
記
菅
野
朝
臣
惟
肖
等

数
人
一
、
令
レ
賦
レ
詩
。
管
絃
間
奏
、
夜
分
而
罷
、
賜
レ
禄
有
レ
差
。

�
と
あ
っ
て
、
右
大
臣
で
あ
る
藤
原
基
経
の
命
令
で
詩
宴
に
文
人
た
ち
が

呼
ば
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
特
に
、
後
者
は
右
大
臣
で
あ
る
基
経

が
外
孫
貞
保
親
王
の
た
め
に
、
運
営
を
主
導
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
（6
（�

新
間
（
注
6
（
前
掲
論
文
、
一
一
九
―
一
二
〇
頁
。
例
え
ば
、
氏
も
指

摘
し
て
い
る
例
だ
が
、『
本
朝
文
粋
』
巻
九
２６４
「
八
月
廿
五
日
第
四
皇

子
於
二
飛
香
舎
一
従
二
吏
部
橘
侍
郎
広
相
一
始
受
二
蒙
求
一
便
引
二
文
人
一
命
レ

宴
賦
レ
詩
」（
都
良
香
（
に
は
、

�

　

�

…
（
前
略
（、
皇
子
聡
明
在
レ
懐
、
日
遠
之
対
不
レ
敏
。
岐
嶷
居
レ
質
、

月
初
之
談
非
レ
奇
。
然
猶
以
二
老
成
之
量
一
、
致
二
童
蒙
之
求
一
。
誰
其

撃
レ
之
者
、
橘
広
相
是
也
。（
後
略
（
…

�

と
あ
る
（
大
曾
根
章
介
他
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

本
朝
文

粋
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
（、
二
八
四
頁
。（。
柿
村
重
松
氏
に
よ

れ
ば
、
こ
の
箇
所
は
「
皇
子
は
天
質
聡
明
頴
悟
に
ま
し
ま
し
て
、
か
の

晋
の
明
帝
の
日
は
長
安
よ
り
遠
し
と
対
へ
、
漢
の
黄
琬
の
日
蝕
の
餘
は

月
の
初
に
喩
ふ
べ
し
と
言
ひ
し
が
如
き
は
、
未
だ
奇
と
す
る
に
足
ら
ざ

る
な
り
。
然
る
に
猶
ほ
老
成
の
量
を
以
て
自
ら
教
え
を
求
め
給
ふ
。
而

し
て
、
こ
れ
に
授
け
奉
る
も
の
は
、
実
に
橘
広
相
其
の
人
な
り
。」
と

解
釈
さ
れ
る
（
柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』（
内
外
出
版
、

一
九
二
二
年
（、
三
〇
九
頁
。（。

（
（（
（�

『
西
宮
記
』
臨
時
七
天
皇
御
書
始
事
所
引
『
吏
部
王
記
』
延
長
八
年
二

月
十
七
日
条
に
は
、

�

　

�

十
七
日
、
太
子
初
講
二
孝
経
一
、
宮
司
装
二
束
凝
華
舎
一
、
最
屋
東
二
間

立
二
斗
帳
一
〈
加
二
帳
台
一
。〉。
前
設
二
太
子
座
一
〈
南
向
。〉、
座
前
鋪
二

出
雲
筵
一
、
筵
上
立
二

書
机
一
〈
黒
漆
。〉、
机
上
置
二

孝
経
点
袋
一
。

巻
二
母
屋
東
二
三
間
簾
一
、
南
庇
東
面
四
間
亦
巻
。
当
二
南
廂
東
第
五

柱
一
施
二
屏
風
一
隔
之
、
当
二
東
廂
南
第
二
柱
一
亦
如
レ
之
。
南
廂
二
間
長

押
上
設
二

公
卿
座
一
〈
西
上
北
面
。〉。
東
廂
鋪
二

参
議
座
一
〈
已
上

畳
。〉、
西
屏
風
前
東
向
設
二
学
士
座
一
、
南
廂
東
第
四
柱
下
北
向
設
二

尚
復
座
一
〈
已
上
菅
円
座
。〉。
午
二
刻
皇
太
子
就
二

凝
華
舎
一

云
々
。

公
卿
書
巻
加
レ
笏
著
レ
座
。
皇
太
子
服
二
赤
色
袍
一
、
躑
躅
花
色
下
襲
、

結
鬘
、
自
初
在
レ
座
云
々
。
了
、
宮
司
殿
上
大
夫
等
執
二
禄
法
一
、
公

卿
即
列
二
南
庭
一
拝
舞
退
〈
禄
法
同
大
饗
。〉。

�

と
あ
り
、
公
卿
・
参
議
の
座
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
貴
族
層
の
参
加
を
確

認
で
き
る
。

（
（8
（�

『
日
本
紀
略
』
承
平
三
年
八
月
二
十
五
日
条
に
は
、

�

　

�

八
月
廿
五
日
己
巳
。
無
品
行
明
親
王
初
読
二
書
於
左
少
弁
藤
原
朝
臣

元
方
一
。
王
公
儒
士
陪
レ
座
。

�

と
あ
り
、
宇
多
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
行
明
親
王
が
学
習
し
た
場
に
貴
族

層
が
立
ち
会
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

（
（9
（�

『
御
注
孝
経
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
坂
田
充
「『
御
注
孝
経
』
の
伝
来

と
受
容
―
九
世
紀
日
本
に
お
け
る
唐
風
化
の
一
事
例
と
し
て
」（『
学
習

院
史
学
』
四
三
、二
〇
〇
三
年
（
が
詳
し
い
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
指
摘

さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
が
、
清
和
天
皇
の
読
書
儀
で
『
御
注
孝
経
』
を
用

い
た
こ
と
が
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
正
式
な
採
用
の
契
機
と
な
っ
た
の

だ
ろ
う
。

（
30
（�

近
年
で
は
、
神
谷
正
昌
氏
が
摂
関
の
確
立
と
の
関
係
か
ら
概
括
し
て
い

る
よ
う
に
、
藤
原
基
経
は
、
清
和
天
皇
か
ら
託
さ
れ
て
摂
政
と
し
て
陽

成
天
皇
を
後
見
し
、
自
身
が
擁
立
し
た
光
孝
天
皇
を
関
白
と
し
て
支
え

た
経
緯
よ
り
、
王
権
の
擁
護
者
と
し
て
の
立
場
に
あ
っ
た
（
神
谷
正
昌

『
皇
位
継
承
と
藤
原
氏
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
（、
九
一
～

九
三
、一
〇
九
～
一
一
〇
頁
（。

（
31
（�

№
（（
で
は
、
時
平
が
醍
醐
天
皇
の
読
書
儀
で
講
書
に
陪
席
し
た
。
№
30
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で
は
、
講
席
に
預
か
っ
た
か
が
不
明
瞭
な
も
の
の
、
忠
平
の
疾
病
に
よ

り
竟
宴
が
延
期
さ
れ
て
い
る
。
基
経
以
降
も
、
天
皇
を
後
見
す
る
藤
原

氏
が
読
書
儀
に
参
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
3（
（�
実
施
日
時
が
不
明
な
永
平
親
王
（
№
36
（
に
加
え
て
、
具
平
親
王
の
読

書
始
の
際
の
詩
と
思
し
き
佳
句
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
残
る
（
６６9
第
七

親
王
始
め
て
孝
経
を
読
む
（。

（
33
（�

『
台
記
』
の
引
用
は
、『
新
訂
増
補
史
料
大
成
』（
八
木
書
店
（
に
よ
る
。

（
34
（�

た
だ
し
、
後
に
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
（
の
敦
康
親
王
の
読
書
始
（
№

41
（
の
際
に
、
藤
原
実
資
が
村
上
天
皇
が
親
王
で
あ
っ
た
承
平
二
年
の

先
例
（
№
（8
（
を
も
と
に
次
第
を
作
成
し
て
お
り
（『
小
右
記
』
寛
弘

二
年
十
一
月
九
日
条
（、
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。

た
だ
し
、
こ
の
例
を
も
と
に
実
施
さ
れ
た
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
（
の

敦
良
親
王
の
読
書
始
（
№
43
（
で
は
、
貴
族
層
が
書
籍
を
持
た
な
い
こ

と
と
さ
れ
た
（『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
二
月
二
日
条
（。

（
35
（�

注
（
（（
（
で
示
し
た
、
延
長
八
年
の
皇
太
子
読
書
儀
で
も
、
引
用
史
料

に
見
る
よ
う
に
、
公
卿
が
書
籍
を
携
え
て
講
書
の
場
に
参
加
し
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

（
36
（�

『
西
宮
記
』
臨
時
七
講
日
本
紀
事
に
は
、「
大
臣
以
下
立
レ

陣
着
レ

座

〈
起
二

杖
座
一

各
執
二

書
巻
一

副
レ

笏
、
…
〉、
…
次
博
士
・
尚
復
披
レ

書
、

大
臣
以
下
皆
披
。
次
尚
復
唱
レ
文
。
…
」
と
あ
る
。

（
3（
（�

『
江
家
次
第
』
巻
十
七
御
読
書
始
事
に
は
、

�

　

�

…
次
博
士
開
レ
文
、
読
曰
御
注
孝
経
序
〈
漢
音
、
此
寛
和
例
也
。〉

�

　

�

天
暦
十
年
東
宮
儀
、
博
士
開
レ
文
、
太
子
・
尚
復
開
後
、
読
之
。
…

�

と
あ
り
、
書
籍
を
開
く
こ
と
と
本
文
を
読
み
上
げ
る
こ
と
の
順
序
の
差

異
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
学
習
内
容
に
つ
い
て
は
異
同
が
記
さ
れ
て
い

な
い
。
故
に
、
最
初
の
五
字
を
読
む
形
式
的
な
学
習
で
あ
っ
た
こ
と
を

確
認
で
き
よ
う
。

（
38
（�

神
谷
（
注
30
（
前
掲
書
で
も
、
兄
か
ら
皇
位
を
継
承
し
た
村
上
天
皇

は
、
朱
雀
天
皇
の
皇
統
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
ず
、
忠
平
の
外
孫
で
あ
る

憲
平
親
王
を
皇
太
子
に
据
え
る
こ
と
で
、
自
ら
の
皇
統
を
確
立
し
よ
う

と
し
た
と
見
る
（
一
三
四
～
一
三
七
頁
（。
為
平
親
王
は
後
に
源
高
明

の
後
見
を
得
た
こ
と
が
著
名
だ
が
、
読
書
儀
の
実
施
時
点
で
は
成
人
前

で
、
他
の
安
子
所
生
の
皇
子
と
同
様
に
藤
原
実
頼
・
師
輔
も
後
見
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

（
39
（�

藤
原
氏
（
摂
関
（
に
よ
る
幼
帝
や
皇
太
子
の
後
見
を
視
覚
化
し
た
儀
式

と
し
て
は
、
読
書
始
の
後
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
元
服
儀
が
あ
げ
ら

れ
る
。
橋
本
義
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
藤
原
良
房
が
清
和
天
皇
の
、
基
経
が

陽
成
天
皇
の
元
服
の
加
冠
役
を
務
め
て
以
降
、
天
皇
の
元
服
加
冠
役
は

摂
政
が
太
政
大
臣
に
就
任
し
て
務
め
る
の
が
定
例
化
す
る
と
い
う
（
橋

本
義
彦
「
太
政
大
臣
沿
革
考
」『
平
安
貴
族
』（
平
凡
社
、
二
〇
二
〇

年
、
初
出
一
九
八
二
年
（。（。
史
学
会
第
一
一
六
回
大
会
日
本
古
代
史

部
会
（
二
〇
一
八
年
（
で
本
木
洋
帆
氏
が
「
元
服
儀
か
ら
み
る
王
権
構

造
の
可
視
化
―
加
冠
役
忠
平
を
例
に
―
」
と
題
す
る
報
告
を
行
い
、
元

服
儀
を
通
じ
て
摂
関
家
と
王
権
と
の
一
体
性
が
視
覚
的
に
示
さ
れ
た
と

述
べ
て
い
た
。
読
書
始
が
通
過
儀
礼
化
し
た
後
は
、
読
書
始
を
行
っ
た

後
に
元
服
と
い
う
順
序
が
固
定
化
す
る
。
読
書
儀
に
も
元
服
儀
同
様
の

側
面
を
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
40
（�

№
3（
に
つ
い
て
、
閑
院
は
そ
れ
以
前
か
ら
皇
太
子
の
在
所
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
所
有
者
は
親
王
の
大
叔
父
に
あ
た
る
関
白
藤
原

兼
通
で
あ
っ
た
。

（
41
（�
『
小
右
記
』
長
和
三
年
十
一
月
十
四
日
条
に
は
、

�

　

�
十
四
日
、
丙
申
。
左
相
国
（
藤
原
道
長
（
以
二
資
平
（
藤
原
（一
被
レ
示

云
、「
大
宮
院
（
一
条
天
皇
（
御
書
初
、
治
天
下
後
歟
。
御
二

坐
青

宮
一

之
間
歟
。
有
二

所
記
一

可
二

注
送
一

者
。」
彼
御
書
始
者
寛
和
二
年

―�1（�―
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十
二
月
八
日
也
。
是
治
天
下
後
也
。
即
注
奉
レ
之
。
華
山
院
御
東
宮

之
間
、
於
二

閑
院
一

有
二

御
書
始
一
、
奉
二

其
記
一
。
資
平
伝
二

相
府
報
一

云
、「
承
レ
之
。
但
、
不
レ
可
レ
用
二
冷
泉
院
・
華
山
院
例
一
者
。」

�
と
あ
る
。
実
資
の
も
と
を
養
子
の
資
平
が
訪
れ
、
道
長
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
を
伝
え
た
。
先
例
と
す
べ
き
一
条
天
皇
の
読
書
始
が
即
位
後
の
も

の
か
と
そ
の
次
第
を
ま
と
め
る
よ
う
に
問
わ
れ
た
実
資
は
、
一
条
天
皇

の
次
第
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
皇
太
子
の
例
で
あ
る
花
山
天
皇
の
例
も

次
第
を
ま
と
め
て
報
告
し
た
。
道
長
は
、
再
び
資
平
を
介
し
て
、
花
山

天
皇
と
そ
の
父
冷
泉
天
皇
の
例
は
皇
太
子
の
例
で
も
用
い
る
べ
き
で
は

な
い
と
応
答
し
て
い
る
。
道
長
と
し
て
は
、
冷
泉
天
皇
の
弟
で
あ
る
円

融
天
皇
の
皇
統
に
属
す
る
敦
成
親
王
の
読
書
始
は
、
父
・
一
条
天
皇
の

例
を
ふ
ま
え
て
行
う
べ
き
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
小
右
記
』

の
引
用
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録
』（
岩
波
書

店
（
に
よ
る
。

（
4（
（�

『
江
家
次
第
』
巻
十
七
御
読
書
始
事

（
43
（�

一
条
天
皇
の
次
の
天
皇
の
読
書
始
は
、
百
年
後
の
寛
治
元
年

（
一
〇
八
七
（
の
堀
河
天
皇
の
も
の
で
、『
江
家
次
第
』
の
次
第
は
こ
の

例
を
基
礎
に
作
ら
れ
た
。『
本
朝
世
紀
』
寛
治
元
年
十
二
月
二
十
四
日

条
に
は
、
大
江
匡
房
の
日
記
で
あ
る
『
江
記
』
が
引
か
れ
、
今
回
の
次

第
に
つ
い
て
、

�

　

�

江
記
云
、
…
、
次
、
公
卿
着
レ
座
、
左
・
内
両
府
着
給
。
他
公
卿
雖
二

参
入
一
、
不
レ

着
。
且
依
二

座
狭
一
、
且
依
二

寛
和
例
一

也
。
…
件
大
臣

不
レ

執
二

書
巻
一
、
件
事
如
何
。
寛
和
記
、
雖
レ

注
下

不
レ

執
二

書
巻
一

由
上
、
昨
有
二

其
疑
一
。
若
謂
下

候
二

殿
上
一

之
公
卿
上

歟
。
九
条
大
臣

記
、
為
平
親
王
書
始
日
、
…
、
何
可
レ
棄
二
九
記
一
哉
。
…

�

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
参
加
す
る
公
卿
ら
が
書
物
を
持
た
な
い
で
実
施

さ
れ
た
の
は
寛
和
例
に
基
づ
く
と
し
つ
つ
、
疑
問
が
残
る
こ
と
も
指
摘

さ
れ
、
波
線
部
以
降
の
省
略
部
分
で
は
、
前
出
の
『
九
暦
』
を
引
用
し

て
い
る
。
書
物
を
携
帯
し
な
い
寛
和
の
例
は
、
講
書
の
場
に
参
加
で
き

ず
、
殿
上
の
間
に
伺
候
す
る
公
卿
の
み
を
対
象
に
し
て
い
る
可
能
性
に

も
言
及
す
る
。『
江
家
次
第
』
の
引
く
寛
和
例
の
う
ち
「
侍
所
」（
＝
殿

上
の
間
（
に
伺
候
す
る
と
あ
る
部
分
と
対
応
す
る
。

（
44
（�

『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
二
月
四
日
条
。
同
日
条
に
は
「
今
日
儀
依
二
天

徳
九
条
記
一

所
レ

行
云
々
」
と
も
あ
り
、
随
所
に
「
天
徳
例
」（
№
34
（

と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
45
（�

新
間
（
注
6
（
前
掲
論
文
及
び
柳
澤
良
一
「『
本
朝
麗
藻
』
を
読
む
」

（『
国
語
国
文
』
五
九
―
六
、一
九
九
〇
年
（
で
は
、
敦
康
親
王
の
読
書

始
（
№
41
（
の
詩
序
・
詩
文
を
詳
細
に
検
討
す
る
。
こ
の
場
で
は
、
藤

原
道
長
・
藤
原
伊
周
・
藤
原
公
任
・
源
俊
賢
ら
が
詩
を
賦
し
て
、
皇
子

や
そ
の
父
で
あ
る
一
条
天
皇
を
讃
え
た
（『
本
朝
麗
藻
』
勧
学
部
（。　

（
46
（�

『
江
家
次
第
』
巻
二
十
摂
政
関
白
家
子
書
始

（
4（
（�

古
勝
隆
一
「『
孝
経
』
玄
宗
注
の
成
立
」『
中
国
中
古
の
学
術
』（
研
文

出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
（。
な
お
、
千
田
豊
氏
は
歯

冑
礼
に
つ
い
て
、
釈
奠
同
様
の
先
聖
・
先
師
を
祀
る
形
態
を
と
り
つ
つ

も
、
皇
太
子
が
長
幼
の
序
を
守
り
、
後
継
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と

を
示
す
儀
式
で
あ
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（「
釈
奠
と
歯
冑
の

礼
」『
唐
代
の
皇
太
子
制
度
』（
京
都
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
、
初

出
二
〇
一
七
年
（。（。

（
48
（�

桃
裕
行
『
上
代
学
制
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
四
七
年
、

一
九
八
三
年
改
訂
版
（。

（
49
（�
学
制
研
究
の
点
か
ら
の
言
及
は
古
く
か
ら
あ
る
が
、
春
名
宏
昭
氏
は
平

城
朝
・
淳
和
朝
で
の
貴
族
子
弟
の
大
学
就
学
義
務
化
を
能
力
主
義
の
人

材
登
用
を
目
指
し
た
平
安
初
期
の
政
治
改
革
の
中
で
位
置
づ
け
て
い
る

（『〈
謀
反
〉
の
古
代
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
（。（。

―�18�―

日本漢文学研究 18




